
 

 

 

 

 

 

 

 

在宅・施設での看取りと 

グリーフケア 
医療・介護従事者の 

私たちに求められる悲嘆のケアとは 
 

身近な人の死は生きる時間を共有してきたからこそ、計り知れない大きな悲しみ・やり場 

のない気持ち・身体の不調が起こりえます。これは正常な反応であり特別ではありません。 

このような気持ちを抱えた方、また、かかわった医療・介護従事者も含めありのままに 

受け入れ、立ち直り、自立し、成長し、そして希望を持つことができるように支援する事 

ができて、ようやく看取りを終えることができると思います。 
 

このケアに興味がある、力になりたい、寄り添いたいとお考えの方 

ぜひ足をお運びください！ 

★青葉区医師会では「グリーフケア*の会（仮）」を立ち上げます。

会の立ち上げにご協力して下さる方の募集をしております。 

参加方法は当日ご案内いたします。 
*グリーフケア…別名-悲嘆ケア。深い悲しみから立ち直る過程を支援する取り組み 

日 時 ：２０１8 年 2 月 1２日（月） 

         13：30～15：30(13:00 開場) 

場 所 ：青葉区役所 ４階 401 会議室 （横浜市青葉区市ヶ尾町 31-4） 

定 員 ：100 名 

応募方法：電話・メール・ホームページ （下記参照） 
お名前、ご連絡先、事業所名をお知らせください 

   

主催／ 青葉区在宅医療連携拠点  共催／青葉区役所・青葉区医師会 

        〈お問い合わせ・お申し込み＞ 

青葉区在宅医療連携拠点  電 話    045-910-3120 

                  メール    kyoten@aobakumc.or.jp 

ホームページ zaitakurenkei.aoba-caremap.org/ 

 

プログラム 
第１部 

基調講演：『在宅・施設での看取りとグリーフケア』 

講 師 ：伊藤 高章 教授    

上智大学大学院実践宗教学研究科死生学専攻 主任 

グリーフケア研究所 副所長 

第 2 部 

ディスカッション 

『 グリーフケア…医療・介護従事者としてすべきこと 』 

 

会場案内  

mailto:kyoten@aobakumc.or.jp

